
ガイドラン体験会の実施 

4月 29日の祝日に、小松市の木場潟においてガイドラン体験会を行いました。 

当日は生憎の雨模様の天気でしたが、視覚障害者 2名と晴眼者 7名が参加 

し、室内でアイマスクをしての視覚障害の体験や、視覚障害者と手引き歩行する 

どう公演後の方法を学んだ後に、全員で屋外に出て一緒に 1 周 6.4 キロメートル

の木場潟之 

歩道を走り、ガイドランの体験を行いました。 

なお、当日はラジオ金沢の番組である「視覚障害ラジオステーション」から現地 

取材を受けましたことをお知らせしますとともに、初めて体験された方からご感想 

を頂きましたので、以下ご紹介致します。 

感想文内容…上田 様（女性） 

室内での歩行訓練から始まりガイドランの 

走り方・注意点を教わり、屋外に出て、木場潟 

遊歩道を一緒に走り、ガイドランを初体験しました。 

歩調を合わせて二人三脚の様にとイメージして 

走りましたが、実際に走ってみると、歩調を合わせ 

ることも難しくてまたアップダウンや左右のカーブの 

声掛けも遅れ気味で、ガイドランの役割を果たせて 

いないようで申し訳ないとの思いが強かったです。 

   でも、一緒に走っての声掛けも何だかとても楽しくて、冷たい雨の中でのガイド 

ランでしたが、あっという間に終わってしまったとの印象でした。「あいりす」の活動 

への参加は難しいのですが、機会があれば一緒に走れたらと思っています。 

   貴重な体験会に参加させて頂きありがとうございました。 

※ 体験会を終えて 

今回参加された方には大変好評であったと感じております。主催者としては、

今後もご参加いただけるよう、第２・第３弾と続けて参りますので、今後ともどうぞ

よろしくお願い致します。 

 


